




























ス・フント（Magnus Hundt, 1449-1519）によって 1501年ライプツィヒで出版された
『人間の尊厳に関する人間学』である。原著名は Antropologium de hominis dignitate, 














名称についてはダルマティアの人文学者マルクス・マルルス（Marcus Marulus : Marko 
Marulić, 1450-1524）が 1520年頃『人間の理性的な魂に関する心理学』（Psichiologia 
de ratione anima humana）で用いたのが最初のようである（11）。
次にマールブルクとヴィッテンベルクで学んだゴクレニウス（Rudolf Goclenius, 
1547-1628）が 1590年『心理学』（Psychologia）（12）と名づけた書物を著し , その
4年後の 1594年ゴクレニウスの生徒であり弟子でもあるカスマン（Otto Casmann, 
1562-1607）が『人間学的心理学もしくは人間の魂についての学説』（Psychologia 
anthropologica sive animae humanae doctrina）を著す。2年後の 1596年には第 2巻



























の身体である」（Humanae naturae seu partes hominis duae sunt : spiritus humanus seu 

















































































4 4 4 4 4 4 4 4
としての人体
4 4 4 4 4 4
にあったことを看過してはならない。この点で『魂についての注解』や，






















































神学的哲学」（Die theologische Philosophie Philipp Melanchthons）（29）と簡潔に表現で
きるだろう。宗教改革者としてルターがもっぱら信仰義認論に基づく神学を深化させて
いったのに対して，メランヒトンはこのルター神学を基礎にして
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についてしか語らない。ところがメランヒト
ンにおいては，そうした神による直接的作用について語ると同時に，そこに自然哲学的


































































る。「自然学の目的と有用性について─自然学の目的と益とは何か」（De ﬁne et utilitate 



































































































①神と天使（deus et angelis），②悪霊（mali spiritus），③気質（temperamentia），④星





















































































































































lebendige wort）は「純粋な心と思い」（rein hertz und gedancken）を作り出す（machen）が，
これをメランヒトンは自然学的に解釈し直し，合理化する。『教会で用いられている数
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